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ど馬

氏

家

之

学

メ〉、
I 

原

円
H

4

木川・

正

明
末
清
初
の
巨
公
、
銭
謙
益
（
一
五
八
二
l
一
六
六
四
）

は
、
政
界
に
お
い
て
は
束
林
党
の
領
袖
と
し
て
、
文
壇
に
お
い
て
は
虞
山
詩
派

の
眉
目
と
し
て
、
十
七
世
紀
前
半
の
中
国
文
明
の
中
に
大
き
な
地
位
を
占
め
て
い
た
。
ま
た
、
学
問
の
領
域
に
お
い
て
も
、
後
の
清
朝
考
証

学
を
先
取
す
る
部
分
を
持
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
巨
人
の
周
囲
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
あ
つ
ま
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
相
互
の
影
響

一
家
の
学
問
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
と
思
う
。

-100-

関
係
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。
本
稿
で
は
、
銭
謙
認
の
周
間
に
あ
つ
ま
っ
た
人
々
の
う
ち
、
出
灯
・
出
班
の
兄
弟
を
中
心
と
し
た
泌
氏

出
錦
川
・
出
班
の
父

1,1.1J2 
復）

)j¥ 

宇
は
嗣
宗

（
一
五
七
三
一
六

に
つ
い
て
は
、

ぃH
A
泳
依
’
円
、
正
二

生
w
p
a
r
－U
｝
』
）
ur

「
川
山
嗣
宗
墓
誌
銘
L

（
初
学
集
冶
五
十

い
ま
そ
の
中
か
ら
、
彼
の
学
業
に
関
す
る
部
分
を
引
川
し
て
み
よ
う
。

い
さ
ぎ
よ

「
君
は
強
学
広
記
に
し
て
、
章
句
の
小
儒
た
る
こ
と
を
屑
し
と
せ
ず
。
少
く
し
て
詩
を
業
と
し
、
実
疏
に
鈎
貫
し
て
、
宋
人
を
山
い
て
回
附

（

3
）
 

と
為
し
、
六
家
詩
名
物
疏
六
十
巻
を
著
す
。
冠
婚
葬
祭
、
当
に
家
礼
を
ば
会
典
に
抗
せ
し
む
べ
か
ら
ず
と
訂
い
、
道
制
家
礼
四
巻
を
作
る
。

五
）
が
あ
る
。

旧
聞
を
羅
ね
、
先
徳
を
述
べ
て
、
先
賢
事
略
十
巻
族
譜
四
巻
を
作
る
。
年
四
十
余
に
し
て
始
め
て
本
朝
実
録
を
見
、
通
紀
は
詳
に
し
て
野
、



吾
学
は
裁
に
し
て
疎
、
会
山
は
博
を
位
い
て
妄
に
し
て
謬
、
憲
章
・
典
則
は
部
よ
り
に
し
て
談
る
ま
で
も
な
し
、

と
謂
い
て
、
編
年
の
書
を

作
り
、
得
失
を
駁
正
し
て
明
右
史
略
と
日
う
。
草
創
未
だ
就
ら
ず
し
て
残
す
。
L

こ
れ
だ
け
の
資
料
を
も
と
に
活
復
京
の
学
問
に
つ
い
て
多
く
論
ず
る
こ
と
は
避
け
ね
ば
な
ら
な
い
が
、

「
宋
人
を
由
っ
て
」
い
た
こ
と
は

注
意
し
て
お
い
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
古
川
幸
次
郎
博
士
は
こ
の
記
述
に
対
し
て
、
銭
謙
益
が
、
友
人
の
う
ち
で
「
古
学
」
を
修
め
た
者
を
、

そ
の
ひ
と
つ
の
例
で
あ
る
、
と
い
う
見
解
を
示
し
て
お
ら
れ
る
。
宋
儒
へ
の
反
発
、
漠
儒
へ
の

そ
の
伝
記
で
そ
の
こ
と
を
特
筆
し
て
い
る
、

接
近
、

と
い
う
こ
と
が
、
出
復
京
に
お
い
て
己
に
見
え
る
の
で
あ
る
。

復
京
の
長
子
は
、
灯
、
宇
は
己
蒼
、
号
は
黙
落
。
別
号
は
突
巳
老
人
、
は
昨
守
店
士
。
万
肘
二
十
一
年
二
五
九
三
）

（

5
）
 

に
生
ま
れ
、
順
治
六

年
（
一
六
四
九
）

に
知
県
程
四
達
の
怨
み
を
得
て
獄
に
死
ん
だ
。
著
作
に
黙
益
遺
稿
十
巻
、
懐
旧
集
二
巻
、
詩
紀
匡
謬
一
巻
、
虞
山
妖
乱
志

二
巻
哨
後
一
巻
が
あ
る
。
そ
の
学
業
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、

や
は
り
銭
謙
益
の
「
出
巳
蒼
詩
序
L

（
初
学
集
巻
四
十
）

を

Jjj 
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し
て
み
よ
う
。

「
五
日
が
党
の
出
生
己
蒼
は
、
早
に
挙
子
の
業
を
謝
し
、
経
に
枕
し
史
に
新
し
、
志
を
千
古
に
引
に
す
。
立
ハ
の
学
を
為
す
や
尤
も
詩
を
専
に
し
、

其
の
詩
を
治
む
る
や
尤
も
遺
侠
を
捜
討
し
、
謁
謬
を
編
削
す
る
に
長
、
ず
。

一
言
の
鈴
互

一
字
の
異
同
は
、

必
ず
進
ん
で
其
の
遜
隠
せ
る
を

扶
り
、
其
の
根
核
を
弁
ず
。
其
の
杓
編
断
筒
、
粉
披
狼
籍
、
科
魚
の
点
定
せ
ら
れ
、
青
丹
の
勾
抹
せ
ら
る
に
当
っ
て
は
、
夢
夢
然
と
し
て
視

る
が
若
き
な
り
。
仮
仮
然
と
し
て
求
め
て
得
ざ
る
こ
と
有
る
が
若
き
な
り
。
巳
に
し
て
滞
る
か
と
疑
う
。
通
豚
午
釈
、
忽
然
と
し
て
断
り
、

燦
然
と
し
て
興
く
。
冠
を
逐
う
者
の
首
虜
を
得
た
る
が
若
き
な
り
。
盗
を
案
ず
る
者
の
蹴
証
を
獲
た
る
が
若
き
な
り
。
蓋
し
本
朝
の
詩
を
論

ず
る
は
、
推
す
と
こ
ろ
肉
譜
を
専
門
と
す
る
こ
と
、
拐
用
修
に
如
く
は
な
し
。
己
蒼
独
り
能
く
其
の
川
町
鮫
を
扶
植
し
て
日
く
、
此
れ
偽
撰
な

打ノ、ル｝。

日
く
、
此
れ
仮
託
な
り
、
と
。
撃
整
乎
と
し
て
援
据
す
る
と
こ
ろ
あ
り
。
而
う
し
て
其
の
以
っ
て
然
る
所
を
疏
通
証
明
す
。
川
修



復
た
起
る
と
雄
も
、
自
ら
解
免
す
る
能
わ
ざ
る
な
り
。
近
世
の
詩
帰
の
若
き
は
、
別
字
を
錯
解
し
、

一
一
正
き
を
挙
ぐ
。
賓
鐙
客
座
、
弁
論

鋒
起
す
る
も
、
古
を
援
き
今
を
証
し
、
尾
を
矯
め
角
を
属
て
、
自
ら
以
っ
て
漏
氏
一
家
の
学
と
為
す
。
論
ず
る
者
以
っ
て
難
ず
る
な
き
な
り
。
」

詩
集
に
お
け
る
詩
編
の
遺
漏
や
誤
入
、
詩
篇
に
お
け
る
詩
句
の
錯
互
や
文
字
の
異
向
、

そ
れ
ら
を
幅
広
い
学
識
と
厳
格
な
姿
勢
と
で
ひ
と

つ
ひ
と
つ
訂
正
し
て
ゆ
く
校
勘
と
い
う
作
業
、
そ
れ
が
鴻
釘
の
最
も
得
意
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

次
に
、
校
勘
と
と
も
に
鴻
静
が
精
力
を
傾
け
た
も
の
と
し
て
、
書
物
の
紗
録
が
あ
る
。
葉
徳
輝
の
「
書
林
清
話
・
巻
十
・
明
以
来
之
紗
本
」

の
記
載
を
引
用
し
て
み
よ
う
。

「
明
以
来
の
紗
本
書
の
最
も
蔵
書
家
の
秘
宝
と
す
る
と
こ
ろ
と
な
る
者
：
：
：
鴻
紗
と
日
う
は
、
常
熟
の
鴻
己
蒼
好
、
鴻
定
遠
班
。
活
彦
淵
知

十
兄
弟
一
家
の
紗
本
な
り
：
：
：
其
の
平
日
、
紗
書
を
以
っ
て
課
程
と
為
す
。
故
に
今
に
至
る
ま
で
流
伝
し
て
絶
え
ず
。
尤
も
貴
ぶ
べ
き
は
、

病
己
蒼
倍
。
甲
乙
鼎
革
の
交
に
当
り
て
、
荒
村
の
老
屋
に
遁
逃
す
。
酷
暑
蒸
す
が
如
く
、
而
も
手
紗
綴
ま
ず
。
：
：
：
古
人
拳
拳
と
し
て
書
を

-102ー

愛
す
る
の
心
、
直
ち
に
性
命
と
軽
重
を
為
す
。
五
口
れ
国
変
に
遺
っ
て
よ
り
、
難
を
四
方
に
逃
れ
、
頗
る
紗
書
の
暇
あ
る
も
：
：
：
凡
席
は
塵
封

ま
す

ず
。
：
：
：
以
っ
て
犀
守
老
人
を
視
る
に
、
滋
ま
す
塊
ず
る
こ
と
甚
し
。
」

葉
徳
輝
は
、
潟
静
が
明
清
鼎
革
の
際
の
困
難
な
状
況
の
も
と
で
も
紗
録
の
手
を
や
め
ず
に
貴
重
な
書
物
を
伝
え
て
く
れ
た
こ
と
に
対
し

て
、
自
分
の
体
験
と
比
較
し
て
、
大
き
な
敬
意
を
表
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
紗
録
家
と
し
て
の
潟
箭
に
対
す
る
正
当
な
評
価
と
見
倣
し
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。

校
勘
と
紗
録
に
お
け
る
彼
の
業
績
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

件
、
校

勘

1
、
十
六
国
春
秋
略
十
六
巻

（
鉄
琴
銅
剣
倭
蔵
書
目
録
、
稽
瑞
楼
書
目
）



2
、
水
経
注
四
十
巻

3
、
封
氏
見
聞
記
十
巻

4
、
穆
天
子
伝
六
巻

5
、
世
説
新
語
三
巻

6
、
芸
文
類
東
一
百
巻

7
、
江
文
通
集
八
巻

8
、
呂
和
叔
文
集
十
巻

9
、
王
建
詩
集
十
巻

山
宗
禎
十
五
年

（
稽
瑞
楼
書
目
）

（
台
湾
公
蔵
善
本
書
目
人
名
索
引
）

（
儀
顧
堂
続
践
）

（
稽
瑞
楼
書
目
）

（
鉄
琴
銅
剣
楼
蔵
書
目
録
）

（
鉄
琴
銅
琴
楼
蔵
書
目
録
、
稽
瑞
楼
書
目
、
読
書
敏
求
記
考
証
、
台
湾
公
蔵
善
本
書
目
人
名
索
引
）

順
治
五
年

山
宗
禎
四
年

（
台
湾
公
蔵
善
本
書
目
人
名
索
引
）

（
極
書
隅
録
続
編
、
善
本
書
室
蔵
書
志
、
商
宋
楼
蔵
書
志
、
読
書
敏
求
記
考
証
）

日
、
白
氏
長
慶
集
二
十
一
巻

（
稽
瑞
楼
書
目
）

（
芸
風
蔵
書
記
続
記
）

-103ー

日
、
梨
山
詩
集
一
巻

13 12 

嘉吉徐
祐）常
新侍
集集
十 三
六 十
巻巻

M
、
御
覧
詩
一
巻

印
、
中
興
間
気
集
二
巻

凶
、
才
調
集
十
巻

口
、
捜
玉
小
集
一
巻

同
、
紗

（
酪
宋
楼
蔵
書
志
）

順
治
二
年

（
稽
瑞
楼
書
目
）

崇
禎
十
二
年

崇
禎
八
年

崇
禎
三
年

録

（
鉄
琴
銅
剣
楼
蔵
書
目
録
）

（
莞
圃
蔵
書
題
識
、
芸
風
蔵
書
記
、
文
禄
堂
訪
書
記
）

（
二
鴻
先
生
評
閲
才
調
集
駿
）

（
芸
風
蔵
書
記
、
文
禄
堂
訪
書
記
）



ー
、
汗
簡
三
巻
略
叙
一
巻

禎
十
四
年

（
儀
顧
堂
続
版
、
鉄
琴
銅
剣
佐
蔵
川
一
日
目
録
）

2
、
復
古
編
二
巻

出
ボ
禎
四
年

（
鉄
琴
銅
剣
楼
蔵
書
目
録
、
稽
瑞
楼
書
日
）

3
、
近
事
会
元
五
巻

順
治
二
年

（
鉄
琴
銅
剣
楼
蔵
書
目
録
）

4
、
封
氏
見
聞
記
十
巻

（
読
書
敏
求
記
）

5
、
沈
下
賢
文
集
十
二
巻

鉄
琴
銅
剣
楼
蔵
書
目
録
）

6
、
元
英
先
生
詩
集
十
巻

禎
フじ
年

（
菟
圃
蔵
書
題
識
、
地
書
隅
録
続
編
）

7
、
文
心
雌
竜
十
巻

鉄
琴
銅
剣
楼
蔵
書
目
録
）

復
京
の
次
子
は
、

班
、
字
は
定
遠
、
号
は
鈍
吟
居
と
。
万
掛
三
十
年
二
六

O
二）

に
生
ま
れ
、
康
照
十
年
（
一
六
七
一
）

に
残
し
た
。

そ
の
学
業
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。

「
詩
序
し
で
あ
る
か
ら
九
然
の
処
置
と
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
出
灯
の
た
め
の

ー
ド
ィ
l

」↑1
上

f

、j
T
L

’Iニコロ
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活
班
に
つ
い
て
も
、

や
は
り
銭
謙
益
に
つ
出
定
遠
詩
序
」
（
初
学
集
巻
二
十
二
）
が
あ
る
。
出
川
の
詩
風
と
人
柄
に
つ
い
て
の
記
述
が
主
で
、

序
」
が
、

そ
の
学
業
に
つ
い
て
多
く
の
文
字
を
費
や
し
て
い
る
こ
と
を
思
い
あ
わ
せ
る
と
、
川
W
M
川
は
よ
り
学
に
長
じ
、
出
川
は
よ
り
詩
に
長

じ
て
い
る
と
い
う
認
識
が
、
銭
謙
益
に
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
事
実
、

そ
の
業
総
を
比
較
す
れ
ば
、
出
肌
の
そ
れ
は
、
は
も
少
く
、
対

象
も
、
自
分
の
詩
に
関
係
す
る
も
の
に
範
囲
が
限
ら
れ
て
い
る
。

校
勘
と
抄
録
に
お
け
る
病
班
の
業
績
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

1 
、←）

玉？、
台）校

新
詠
十
巻 勘

順
治
六
年

（
読
書
敏
求
記
考
証
、
寒
痩
山
一
切
脳
同
存
千
五
日
本
吉
川
口
、
ム
ハ
的
公
蔵
山
内
本
古
川
人
名
宗
引
）

2
、
才
調
集
十
巻

川
市
禎
十
一
年

二
瓶
先
生
評
閲
才
調
集
践



3
、
楽
府
詩
集
一
百
巻

出
禎
十
二
年
以
前

（
寒
痩
山
一
局
暫
存
善
本
書
日
）

4
、
日
和
叔
文
集
十
巻

（
台
湾
公
蔵
善
本
書
目
人
名
索
引
）

ω、
紗

録

1
、
許
丁
卯
集
二
巻
続
集
二
巻

（
適
園
蔵
書
志
）

2
、
西
昆
酬
唱
集
二
巻

（
鉄
琴
銅
剣
楼
蔵
書
目
録
、
読
書
敏
求
記
考
証
）

し
か
し
、

そ
の
研
究
態
度
は
、
潟
静
岡
様
、
厳
密
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
後
に
出
班
に
傾
倒
し
て
「
私
淑
の
弟
子
」
と
称
し
た
也
執
伝

は
、
そ
の
「
鈍
吟
集
序
」

（
飴
山
文
集
活
二
）

の
中
で

「
先
生
は
父
兄
の
学
を
承
け
、
其
の
博
を
窮
め
、
其
の
精
を
致
す
。
」

と
述
べ
て
い
る
。
出
班
自
身
、

「
玉
台
新
詠
駿
」

の
中
で

「
宋
刻
本
、
紘
謬
甚
だ
多
し
。
趨
氏
改
む
る
と
こ
ろ
、
得
失
参
半
す
。
姑
く
之
を
存
し
て
、
敢
て
妄
断
せ
ず
口
l

と
、
自
ら
の
慎
重
な
校
勘
態
度
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
活
班
の
友
人
、
陸
胎
典
は
、

そ
の
「
楽
府
詩
集
践
し
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る。
「
泌
氏
校
す
る
と
こ
ろ
、

即
ち
未
だ
詳
な
る
こ
と
能
わ
ず
。
而
う
し
て
確
と
し
て
拠
る
べ
き
こ
と
あ
り
J

自
ら
も
校
勘
の
筆
を
取
り
、
そ
の
困
難
さ
を
知
る
者
の
発
言
で
あ
る
。
出
班
の
校
勘
に
対
す
る
正
当
な
↓
評
価
と
見
倣
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

復
京
の
季
子
は
、
知
十
、
字
は
彦
淵
。
生
残
年
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
蘇
州
府
志
巻
九
十
九
の
記
載
に
よ
れ
ば
、

「
人
と
為
り
謀
あ
り
て

義
に
勇
」
で
、
明
末
の
困
乱
の
中
に
戦
死
し
た
と
言
う
。
学
業
に
つ
い
て
は
、

己
に
引
い
た
「
吉
林
清
話
し
の
巾
に
紗
録
家
と
し
て
の
評
価

が
与
え
ら
れ
て
い
た
が
、
具
体
例
と
し
て
は
、
台
湾
公
蔵
善
本
書
日
人
名
索
引
に
、



支
遁
集
二
巻
（
手
書
題
記
）
明
末
蘇
州
渇
氏
紗
本

紹
興
内
府
古
器
評
二
巻
（
手
段
）
明
海
虞
潟
氏
紗
本

の
記
載
を
見
出
し
得
た
の
み
で
あ
る
。
潟
氏
の
学
問
に
と
っ
て
は
、
知
十
よ
り
も
、
そ
の
子
、
武
、
後
に
伯
父
潟
班
の
養
子
と
な
っ
た
人

で
、
字
は
賓
伯
、
号
は
簡
縁
（
一
六
二
七
！
？
）

の
ほ
う
が
重
要
で
あ
っ
た
。
葉
昌
織
の
「
蔵
書
紀
事
詩
」
の
注
に
「
海
虞
詩
苑
」
を
引
用

し
て
、「

汲
古
閣
に
読
書
し
、
十
余
年
を
歴
て
、
秘
冊
異
本
、
窺
覧
す
る
と
こ
ろ
多
し
。
」

と
あ
る
の
を
見
る
と
、
学
者
と
し
て
の
資
質
が
こ
の
人
に
受
け
つ
が
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
著
作
と
し
て
、
「
書
法
正
伝
十
巻
」
「
造
部

稿
十
八
巻
」
、

「
海
虞
科
第
世
家
考
」
が
あ
る
ほ
か
、
校
勘
の
成
果
と
し
て
は
、

2
、
李
善
注
文
選
六
十
巻
〔
巻
二
十
八
の
み
か
？
〕

（
読
書
敏
求
記
考
証
）
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ー
、
支
遁
集
二
巻
（
台
湾
公
蔵
善
本
書
目
人
名
索
引
）

が
あ
る
心

ま
た
、

「
蔵
書
紀
事
詩
」

に
よ
れ
ば

「
塩
鉄
論
」
や
「
経
限
録
」

の
政
文
を
書
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
だ
が
、

よ
り
重
要

な
こ
と
は
、

「
鈍
吟
雑
録
」
、

「
二
瓶
先
生
評
閲
才
調
集
」
、

「
鴻
氏
校
定
玉
台
新
詠
」
な
ど
、
と
も
す
れ
ば
散
侠
し
が
ち
な
先
父
の
著
作

を
整
理
刊
行
し
て
、
潟
氏
一
家
の
学
を
世
に
伝
え
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

な
お
、

そ
の
他
の
潟
氏
一
族
に
つ
い
て
は
、
活
班
の
子
、
行
賢
、
字
は
補
之
、
号
は
元
信
、

に
「
補
奄
詩
集
三
栄
ど
が
あ
り
、

そ
の
弟
、

行
貞
、
字
は
復
之
、
号
は
白
蓄
に
、

「
白
番
余
集
一
巻
」
が
あ
り
、
活
好
の
孫
、
修
、
字
は
念
修
に
、

「
東
村
集
十
二
巻
」
が
あ
っ
た
こ
と

ち＼

「
稽
瑞
楼
書
目
」

に
よ
っ
て
わ
か
る
。
こ
の
う
ち
、
行
賢
に
つ
い
て
は
、
銭
謙
益
が
そ
の
詩
人
と
し
て
の
資
質
を
認
め
て
、

「
題
漏
子

永
日
帥
L

（
有
学
集
巻
四
十
六
）

の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。



「
余
、
定
遠
と
父
行
を
為
す
。
親
し
く
定
遠
の
再
開
角
一
褒
頭
を
見
、
以
っ
て
班
白
に
治
ぶ
。
而
う
し
て
今
復
た
其
の
子
の
詩
を
能
く
す
る
こ

と
の
甚
し
き
を
見
る
。
韓
子
の
三
世
に
感
あ
る
な
り
。
」

学
業
と
し
て
は
、

「
芸
風
蔵
書
記
」

に
よ
っ
て
、

「
賓
氏
聯
珠
集
」
の
校
勘
を
し
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
そ
の
出
来
具
合
に
つ
い
て
は
、

何
熔
が
「
頗
る
其
の
略
を
嫌
う
」
と
評
し
て
い
る
。
学
者
と
し
て
よ
り
は
詩
人
と
し
て
の
才
能
を
身
に
つ
け
た
人
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

尚
氏
は
蔵
書
家
と
し
て
も
有
名
で
あ
っ
た
が
、

い
ま
、
諸
書
目
よ
り
漏
氏
蔵
書
と
し
て
確
認
で
き
た
も
の
を
、
参
考
と
し
て
次
に
掲
げ
る
。

曹
子
建
集
十
巻
（
鉄
琴
銅
剣
楼
蔵
書
目
録
）

毘
陵
集
二
十
巻
（
莞
圃
蔵
書
題
識
、
同
情
書
隅
録
）

張
司
業
詩
集
八
巻
（
莞
圃
蔵
書
題
識

李
文
公
集
十
八
巻
（
適
園
蔵
書
志
）

歌
詩
編
四
巻
（
莞
圃
蔵
書
題
識
）

李
長
吉
集
四
巻
外
集
一
巻
（
莞
圃
蔵
書
題
識
）

温
庭
筒
詩
集

七
巻
別
集
一
巻
（
鉄
琴
銅
剣
楼
蔵
書
目
録
、
読
書
敏
求
記
考
証
）

李
群
玉
方
干
詩
集
（
莞
圃
蔵
書
題
識
）

重
刊
校
正
笠
浬
叢
書
四
巻
補
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遺
一
巻
（
商
宋
楼
蔵
書
志
）

劉
惰
州
詩
集
十
一
巻
（
芸
風
蔵
書
記
続
記
）

長
江
集
（
芸
風
蔵
書
記
）

以
上
、
病
氏
一
家
の
学
問
に
つ
い
て
、
彼
等
に
近
い
人
々
の
発
言
と
、
彼
等
の
周
辺
の
書
物
を
保
存
す
る
蔵
書
家
達
の
書
目
と
に
よ
っ
て
、

お
お
ま
か
な
素
描
を
試
み
た
。
す
な
わ
ち
、
病
氏
の
得
意
と
す
る
と
こ
ろ
は
校
勘
と
紗
録
で
あ
り
、

そ
の
興
味
の
対
象
は
主
と
し
て
中
晩
唐

の
詩
に
あ
っ
た
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
病
討
が
「
溺
氏
一
家
之
学
」
と
言
っ
て
強
調
し
た
か
っ
た
の
は
、
そ
う
し
た
形
に
あ
ら

わ
れ
た
も
の
で
あ
る
よ
り
、

そ
れ
を
も
た
ら
す
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
。
宋
か
ら
明
へ
と
流
れ
て
き
た
怒
意
的
な
学
問
に

対
す
る
反
省
が
次
第
に
強
ま
る
中
で
、
潟
氏
に
お
い
て
は
、

そ
れ
は
ま
ず
「
古
学
」
と
い
う
形
で
鴻
復
京
に
自
覚
さ
れ
、

つ
い
で
銭
謙
益
に

よ
っ
て
保
証
さ
れ
て
、
鴻
儒
ω
・
漏
班
に
よ
っ
て
具
体
化
さ
れ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

で
は
、
そ
の
橋
氏
一
家
の
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
が
ど
の
よ
う
な
言
葉
で
語
ら
れ
て
い
る
か
、
鴻
班
の
「
鈍
吟
雑
録
」
に
よ
っ
て
見
て
み
た
い
と

思
う
。



鈍
吟
雑
録
十
巻
は
、
泌
班
が
生
前
書
き
の
こ
し
た
も
の
を
、
出
武
が
各
所
か
ら
あ
つ
め
て
き
て
整
理
刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
。
組
執
信
の

「
鈍
吟
集
序
L

（
飴
山
文
集
巻
二
）

？
」
、

「
先
生
の
長
子
行
賢
、
嘗
て
携
え
て
以
っ
て
都
に
入
り
、
大
い
に
時
流
に
驚
怪
せ
ら
る
。
）

と
あ
る
の
で
、
後
世
へ
の
影
響
と
い
う
こ
と
も
考
慮
し
て
、

い
ま
、
こ
の
書
物
に
よ
っ
て
、
泌
氏
の
学
問
に
対
す
る
姿
勢
と
、

そ
の
成
果

と
を
見
る
こ
と
に
す
る
。

高
班
の
学
問
に
対
す
る
姿
勢
は
、
巻

「
家
戒
上
」
、
巻
二
「
家
戒
下
」
、
巻
四
「
読
古
浅
説
」
に
よ
っ
て
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
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は
、
幅
広
く
慎
重
な
学
聞
を
旨
と
し
、
読
書
の
重
視
、
経
典
の
尊
重
、
実
践
の
強
調
、
及
び
そ
れ
ら
を
お
こ
た
っ
た
山
本
人
乃
至
は
明
末
俗
学

の
徒
へ
の
反
発
を
特
色
と
し
て
い
る
。

ま
、
ず
、
幅
広
く
慎
重
な
学
聞
を
重
ん
じ
た
発
言
を
引
用
し
て
み
よ
う
。

（
鈍
吟
雑
録
中
、
特
に
「
家
戒
」
は
し
ば
し
ば
口
一
品
を
交
え
る
た
め
、
引

用
す
る
際
も
現
代
語
訳
に
改
め
た
。
）

「
中
庸
に
『
博
く
之
を
学
び
、
審
ら
か
に
之
を
聞
い
、
慎
ん
で
之
を
思
い
、
明
ら
か
に
之
を
弁
え
る
』
と
言
う
が
、
こ
れ
が
儒
者
の
学
問

で
あ
る
O

L

（
広
文
書
局

筆
記
続
編

鈍
吟
雑
録
P
口
、
以
下
同
）

次
に
、

そ
の
よ
う
な
学
聞
を
つ
ち
か
う
と
こ
ろ
の
読
書
に
つ
い
て
の
発
言
を
、

い
く
つ
か
引
用
し
て
み
よ
う
。

「
読
書
に
ひ
と
つ
の
方
法
が
あ
る
。
意
に
か
な
わ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
っ
た
ら
、

し
ば
ら
く
放
っ
て
置
く
の
だ
ο

い
つ
か
ま
た
合
点

の
い
く
こ
と
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
た
だ
ち
に
あ
れ
は
だ
め
だ
、

な
ど
と
二
一
一
口
つ
て
は
な
ら
な
い
よ
（
P
M
）



「
書
物
を
聞
い
て
速
読
し
、

日
に
数
十
巻
読
み
、
老
い
ぼ
れ
る
ま
で
怠
ら
な
い
。
勤
勉
と
言
う
べ
き
だ
。
し
か
し
無
益
だ
。
こ
れ
に
は
説

が
あ
る
。
速
読
す
れ
ば
、

お
や
つ
と
思
っ
て
も
調
べ
て
み
な
い
。

一
度
読
ん
だ
だ
け
で
は
そ
の
文
章
を
お
ぼ
え
ら
れ
な
い
。
読
書
に
い
そ
し

ん
で
は
い
る
も
の
の
、
読
ん
で
な
い
よ
う
な
も
の
な
の
だ
。
読
書
は
量
の
多
い
こ
と
を
求
め
て
は
い
け
な
い
。
歳
月
が
た
て
ば
書
物
も
自
然

と
ふ
え
て
く
る
。
経
や
史
の
よ
う
な
大
著
は
、

一
遍
読
ん
だ
だ
け
で
は
尽
き
な
い
の
だ
。
」
（

pη
）

「
若
い
時
は
読
書
し
て
多
く
記
憶
し
、
年
を
取
っ
て
見
識
が
進
む
と
理
解
す
る
こ
と
が
多
い
。
温
故
知
新
と
は
見
識
が
進
む
こ
と
に
よ
る

の
だ
。
」
（
P
花）

「
儒
者
の
っ
と
め
と
し
て
読
書
以
上
の
も
の
は
な
い
が
、
暗
記
し
て
そ
れ
を
博
学
だ
と
す
る
の
は
、
読
書
の
欠
点
で
、
読
ん
で
な
い
の
と

ま
る
で
同
じ
こ
と
だ
。
」
（
P
M）

「
読
書
は
古
書
を
求
め
る
べ
き
だ
。
近
頃
刻
さ
れ
た
書
物
は
、

ま
ず
読
ん
で
は
い
け
な
い
。
」

P
礼
、
同
旨
の
発
言
が

p
m
に
も
あ
る
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「
読
書
は
全
集
を
読
む
べ
き
で
あ
っ
て
、
選
集
は
読
ん
で
は
な
ら
な
い
。
」
（

p
日）

経
典
の
尊
重
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
次
の
記
載
を
引
用
す
る
。

「
儒
者
が
六
経
に
対
す
る
こ
と
、
法
吏
が
法
律
に
対
す
る
こ
と
と
同
じ
で
、

一
字
も
ゆ
る
が
せ
に
で
き
な
い
。
法
吏
が
罪
を
決
定
す
る
に

は
必
ず
法
律
に
よ
り
、
儒
者
が
事
を
論
ず
る
に
は
必
ず
六
経
に
も
と
づ
く
。
儒
者
が
六
経
を
是
非
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
邪
説
が
相
い

継
い
で
お
こ
っ
て
押
さ
え
よ
う
が
な
く
な
っ
た
。
」
（

p
m）

学
問
の
実
践
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
発
言
が
あ
る
。

「
お
よ
そ
学
問
と
い
う
も
の
は
実
現
実
行
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
空
を
つ
か
む
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
は
い
け
な
い
。
」

p 
36 

次
に
、
こ
れ
ら
の
こ
と
が
、
宋
儒
あ
る
い
は
俗
学
の
徒
に
対
す
る
反
発
と
し
て
発
言
さ
れ
て
い
る
例
を
み
て
み
よ
う
。



ま
ず
、
読
書
を
お
こ
た
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
。

「
宋
人
は
読
書
と
い
う
こ
と
を
学
問
と
は
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
『
顔
淵
、
子
産
、
管
仲
は
学
問
を
し
な
か
っ
た
己
な
ど
と
言
う
。

こ
れ
ら
の
人
々
が
、
身
を
立
て
、

己
を
行
い
、
天
下
を
均
し
く
し
、
国
家
を
治
め
た
こ
と
、
す
べ
て
読
書
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
を

知
ら
な
い
の
だ
。
聖
人
は
強
く
人
に
読
書
を
教
え
て
い
る
。
子
路
が
寸
な
に
も
、
書
物
を
読
む
こ
と
ば
か
り
が
：
：
：
』
と
言
う
の
を
、
孔
子

は
強
弁
だ
と
し
た
で
は
な
い
か
。
」
（

p
日）

も
う
ひ
と
つ
、
著
実
な
読
書
を
お
ろ
そ
か
に
し
た
結
果
、
宋
儒
は
往
々
に
し
て
文
献
の
限
界
を
わ
き
ま
え
な
い
議
論
を
す
る
、

と
い
う
こ

と
を
批
難
し
た
発
言
を
引
用
し
て
み
よ
う
。

な
に
か
す
る
に
も
読
書
を
す
べ
き
で
あ
る
。
仏
教
と
ち
が
っ
て
、
儒
者
は
書
物
を
読

（

8
J
 

む
こ
と
を
知
ら
な
い
と
笑
う
べ
き
と
こ
ろ
が
多
い
。
例
え
ば
、
論
語
に
『
同
を
治
む
る
は
其
れ
諸
を
斯
に
示
す
が
如
き
か
。
其
の
骨
子
を
指
す
。
』

「
儒
教
の
話
は
文
献
で
明
ら
か
に
す
べ
き
で
あ
り
、

と
あ
る
が
、
中
山
の
「
闘
を
治
む
る
は
共
れ
諸
を
学
に
一
万
す
が
如
き
か
。
』

は
省
文
で
あ
る
。
孔
子
が
そ
の
掌
を
指
さ
さ
な
か
っ
た
な
ど
と

A
U
 

は
ど
う
し
て
言
え
よ
う
か
。
ま
た
、
「
子
日
く
、
五
日
が
道
は
一
以
っ
て
之
を
貫
く
。
曲
口
子
日
く
、
唯
と
。
』
を
儒
者
が
子
去
を
議
っ
て
『
曲
目
子

の
唯
に
は
及
ば
な
い
口
』

と
一
一
一
口
っ
て
い
る
が
、
記
事
に
は
詳
時
が
あ
る
も
の
だ
。
子
頁
が
「
唯
』
と
壬
一
口
わ
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
何
で
知
れ
よ

う
。
思
う
に
、

こ
の
書
物
は
語
気
も
消
し
去
っ
て
は
い
な
い
。
的
日
子
だ
け
が
『
唯
』
と
一
一
一
口
っ
て
、
門
人
が
彼
に
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
た
の

だ
。
子
京
が
も
し
理
解
し
て
い
な
け
れ
ば
、
質
問
し
な
い
は
ず
は
な
い
の
だ
。
こ
れ
は
皆
、
宋
儒
の
欠
点
だ
。
L

（
p
m）

ま
た
宋
儒
が
経
典
を
市
ぃ
一
視
し
な
か
っ
た
こ
と
へ
の
批
難
の
発
一
一
一
口
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

「
六
経
は
聖
人
の
手
に
よ
っ
て
裁
成
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
奈
の
焚
書
の
後
、
学
者
達
に
よ
っ
て
伝
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
謁
鼠
が
な

い
は
ず
は
な
い
。
そ
れ
で
も
大
体
は
失
わ
れ
て
お
ら
ず
、
千
年
の
後
に
あ
と
か
ら
そ
れ
を
裁
定
す
る
こ
と
は
、
愚
で
な
け
れ
ば
妄
だ
。
安
心



で
き
な
い
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
疑
い
を
の
こ
し
て
お
け
ば
よ
い
の
だ
。
宋
人
の
い
ろ
い
ろ
な
議
論
は
、
六
経
を
信
じ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
多

い
。
：
：
：
」
（
P
M
）

ま
た
、
宋
儒
が
実
践
を
問
題
に
し
な
く
な
り
、
空
論
を
も
て
あ
そ
ん
で
現
実
に
う
と
く
な
っ
た
こ
と
を
痛
罵
し
て
言
う
。

「
性
命
を
論
じ
た
り
人
倫
を
叙
し
た
り
す
る
の
は
、
宋
儒
で
な
け
れ
ば
物
の
怪
か
。
世
の
中
の
こ
と
に
う
と
く
て
、
政
治
に
実
施
し
て
も

効
果
が
な
い
。
朱
子
は
自
分
で
も
そ
う
言
っ
て
い
る
。
」
（
P
M
）

以
上
の
こ
と
も
含
め
て
、
ぬ
班
は
宋
儒
の
四
大
欠
点
と
し
て
次
の
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。

「
宋
儒
に
は
四
大
欠
点
が
あ
っ
て
、
そ
れ
は
今
で
も
な
お
ひ
ど
い
よ
う
だ
。
読
書
を
喜
ば
な
い
か
ら
、
君
子
と
小
人
が
だ
ん
だ
ん
区
別
が

つ
か
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
。
詩
文
を
作
ら
な
い
か
ら
、

言
葉
が
ま
ず
ま
ず
い
や
し
く
な
っ
て
、

し
か
も
自
分
で
は
気
づ
か
な
い
こ
と
。
功

業
を
事
と
し
な
い
か
ら
、
世
の
中
に
益
が
な
い
こ
と
。
当
世
の
こ
と
を
取
り
あ
げ
な
い
か
ら
世
事
に
う
と
い
こ
と
。
」
（
P
ぬ）

そ
れ
で
は
、
こ
れ
ら
「
宋
儒
」

「
宋
人
」
と
は
、
誰
の
こ
と
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
家
戒
」
及
び
「
読
古
浅
説
」
の
中
で
名
が
あ
げ

ら
れ
て
い
る
の
は
、
程
子
、
朱
子
、
欧
陽
修
、
蘇
紙
、
蘇
轍
、
謝
杭
得
、
胡
寅
、
程
大
昌
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
程
朱
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
批
判
し
な
が
ら
も
、

「
程
子
千
古
之
儒
宗
」
（

p
日）、

「
（
朱
子
）
是
天
下
第
一
等
人
」
（

p
臼
）
と
、
そ
の
学
識
を
評
価
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
学
問
の
分
野
で
鴻
班
が
最
も
反
発
を
示
し
た
の
は
、
明
言
は
し
て
い
な
い
が
、
陸
学
の
徒
で
あ
ろ
う
。

「
聖
人
好
読
書
、
豪

傑
好
読
書
、
文
人
亦
好
読
書
、
惟
宋
儒
不
好
読
書
」
と
い
う
条
に
何
婦
が
次
の
よ
う
な
評
を
加
え
て
い
る
。

「
程
朱
の
学
を
為
す
や
、
必
ず
読
書
に
由
り
て
義
理
を
講
明
す
。
惟
陸
学
の
み
読
書
を
尚
ば
ず
。
」
（

p
m）

欧
陽
修
に
つ
い
て
は
、
古
文
作
家
で
あ
り
な
が
ら
、
当
世
風
の
文
を
作
っ
た
こ
と

（P
必）、

史
家
と
し
て
公
平
で
な
か
っ
た
こ
と
（
P

凶
）
な
ど
を
あ
げ
な
が
ら
も
、

「
鴻
道
伝
」

に
お
け
る
平
静
な
文
章
を
評
価
し
た
り
し
て
い
る
。
（

P
凶）



蘇
献
に
つ
い
て
も
、

「
陸
口
笑
怒
罵
」
、
即
ち
大
げ
さ
な
表
現
が
あ
る
こ
と
を
嫌
っ
て
い
る
が

（P
似
て
反
面
、
「
此
公
真
才
兼
千
古
」
（
P

凶
）
の
評
価
も
あ
る
。
た
だ
、
蘇
轍
に
関
し
て
は
、
古
代
を
論
ず
る
の
に
資
料
を
正
し
く
用
い
て
な
い
と
し
て
、
厳
し
い
評
価
が
与
え
ら
れ

て
い
る
。

「
蘇
子
由
の
萄
先
王
を
論
じ
た
も
の
に
、
『
萄
に
拠
る
は
地
に
非
ざ
る
な
り
。
孔
明
を
用
い
る
は
将
に
非
ざ
る
な
り
。
』
と
言
っ
て
い
る
が
、

昭
烈
の
生
平
を
調
べ
て
み
る
と
、
孔
明
を
将
と
し
て
用
い
た
こ
と
も
な
い
し
、
萄
に
拠
ら
な
け
れ
ば
足
を
措
く
べ
き
土
地
も
な
い
こ
と
が
わ

か
る
。
こ
の
論
は
三
国
史
を
読
ん
で
い
な
い
の
だ
。
宋
人
の
議
論
は
大
体
こ
ん
な
も
の
だ
か
ら
真
似
し
て
は
い
か
ん
。
」
（
P
U
）
〈
同
旨
の
文

章
が
P
別
に
も
あ
る
〉

謝
初
得
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
発
言
が
あ
る
。

「
謝
畳
山
の
文
章
規
範
は
最
も
よ
く
な
い
。
彼
は
専
ら
古
人
を
認
殴
し
て
英
気
あ
り
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
な
ど
極
め
て
ひ
ど
い
こ
と

内

A

だ
。
」
（
P
侃）

ま
た
、
胡
寅
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
発
言
が
あ
る
。

「
致
堂
胡
氏
は
読
史
管
見
を
作
っ
た
が
、

そ
の
人
を
論
ず
る
こ
と
、
酷
吏
の
獄
の
よ
う
な
も
の
だ
。
L

（
p
m）
〈
読
史
管
見
に
つ
い
て
は

p
m

に
も
同
旨
の
批
判
が
あ
る
。
〉

程
大
昌
に
つ
い
て
は
次
の
発
言
が
あ
る
。

「
程
大
昌
の
『
演
繁
露
』
は
妄
議
紛
紛
で
あ
る
。
」
（

p
m

こ
れ
ら
の
発
言
を
見
て
く
る
と
、
潟
班
が
、
妄
説
と
誇
張
を
嫌
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
擬
古
派
や
寛
陵
派
へ
の

反
発
と
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
彼
等
に
対
す
る
批
判
は
次
に
「
正
俗
」
の
と
こ
ろ
で
述
べ
る
と
し
て
、
以
上
の
こ
と
に
、
二
三
の
こ
と
を
つ



け
加
え
よ
う
。

ま
ず
、
経
典
の
重
視
と
い
う
こ
と
に
関
連
し
て
、
経
典
に
見
え
る
言
葉
を
自
己
の
理
論
の
根
本
に
置
く
と
い
う
こ
と
。
「
正
心
誠
意
」
「
至

徳
要
道
」

「
信
而
好
古
」

「
温
柔
敦
厚
」

「
詩
言
志
」
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

次
に
宋
人
へ
の
反
発
と
関
連
し
て
、
そ
の
対
瞭
点
に
位
置
す
る
漢
儒
に
接
近
す
る
こ
と
。

「
漢
儒
の
経
典
解
釈
は
、
必
ず
し
も
全
部
正
し
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
大
事
を
断
じ
、
大
疑
を
決
す
る
に
は
、
基
準
と
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
」
（

p
m）

と
い
う
発
言
が
そ
れ
で
あ
る
。

そ
し
て
、
学
問
の
実
践
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
単
に
儒
者
が
空
論
を
も
て
あ
そ
ぶ
こ
と
を
嫌
っ
た
だ
け
で
な
く
、
儒
者
の
軽
卒
な
行

動
が
、
自
分
一
人
で
な
く
、
他
の
者
や
国
家
全
体
に
災
を
及
ぼ
す
こ
と
を
深
く
い
ま
し
め
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら

な
い
。
こ
れ
は
、
明
末
清
初
の
困
乱
期
に
あ
っ
て
、
後
に
「
弐
臣
」
と
し
て
批
判
さ
れ
た
銭
謙
益
の
行
動
が
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

い
ま
、
そ
う
し
た
銭
謙
益
を
弁
護
す
る
か
の
ご
と
き
発
言
と
、
そ
の
反
対
に
、
明
初
、
燕
王
に
し
た
が
わ
ず
、

一
族
数
百
人
の
命
を
ま
き
ぞ

え
に
し
た
朱
子
学
者
、
方
孝
掃
を
批
難
す
る
発
言
と
を
あ
げ
よ
う
。

「
『
既
に
し
て
明
且
つ
哲
、
以
っ
て
其
の
身
を
保
つ
』
こ
れ
は
賢
臣
で
あ
る
。
『
戦
戦
競
競
と
し
て
、
深
淵
に
臨
む
が
如
く
、
薄
氷
を
履
む

が
如
し
』
こ
れ
は
孝
子
で
あ
る
。
国
事
を
償
り
、
家
族
を
滅
ぼ
し
、
死
を
も
っ
て
名
を
求
む
る
者
は
賊
儒
で
あ
る
。
乱
臣
逆
子
の
最
た
る
者

で
あ
る
D

」
（
P
M）

「
曹
操
が
陳
営
を
殺
そ
う
と
し
て
言
っ
た
。
『
公
台
よ
、
君
の
母
親
を
ど
う
す
る
か
？
』
。
陳
営
は
答
え
た
。

『
母
は
あ
な
た
に
あ
る
。
私

に
は
な
い
』
。
し
な
や
か
で
い
て
し
っ
か
り
し
て
い
る
。

そ
れ
で
母
親
は
無
事
だ
っ
た
の
だ
。

方
孝
掃
は
死
ぬ
時
に
『
必
ず
や
十
族
無
け



ん
。
」
と
言
っ
た
。
こ
れ
は
陳
営
に
は
及
ば
な
い
。
」
（

p
m）

以
上
、
漏
班
、
が
学
問
と
い
う
も
の
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
か
見
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
次
に
、
鴻
班
自
身
の
学
問
に
お
い
て
、
そ
れ

が
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て
い
た
か
見
て
み
よ
う
。

巻
三
「
正
俗
」
は
、
鴻
武
の
序
に
よ
れ
ば
、
女
弟
子
の
董
双
成
か
ら
得
た
も
の
で
あ
る
。
全
部
で
三
十
一
条
か
ら
成
り
、

ま
と
ま
っ
た
著

述
で
は
な
い
が
、
鴻
武
の
編
集
に
よ
っ
て
全
体
の
構
成
に
あ
る
程
度
の
秩
序
が
見
え
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
条
か
ら
第
三
条
ま
で
は
、
主
と

し
て
古
代
の
快
詩
に
つ
い
て
、
第
四
条
と
第
五
条
は
楽
府
と
詩
に
つ
い
て
、
第
六
条
か
ら
第
十
八
条
は
、
六
朝
か
ら
唐
に
至
る
ま
で
の
詩
体

と
韻
律
に
つ
い
て
、
第
十
九
条
か
ら
第
二
十
三
条
は
韻
書
に
つ
い
て
、
第
二
十
四
条
か
ら
第
三
十
一
条
は
、
詩
と
学
問
読
書
に
つ
い
て
、

で

A斗晶

あ
る
。こ

れ
ら
の
記
述
の
中
か
ら
、

ま
ず
、

「
博
学
、
審
問
、
慎
思
、
明
弁
」
と
い
う
態
度
で
文
献
に
対
し
、
宋
人
及
び
俗
学
の
徒
の
妄
説
を
訂

正
し
て
い
る
例
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

「
南
北
朝
で
は
、
有
韻
の
も
の
を
文
と
し
、
無
韻
の
も
の
を
筆
と
し
た
。
唐
末
に
至
っ
て
、
す
べ
て
文
章
を
文
と
言
っ
て
、
詩
と
対
と
し

た
の
で
あ
る
。
今
の
人
は
昔
、
筆
と
称
し
た
も
の
が
何
物
で
あ
る
か
を
知
ら
な
い
の
だ
。
」
（

p
印）

「
文
苑
英
華
も
歌
行
と
楽
府
と
二
つ
に
分
け
て
い
る
が
、
歌
行
の
名
称
が
い
つ
か
ら
始
っ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。
貌
晋
の
頃
に
奏
さ
れ
た

楽
府
、
例
え
ば
、
艶
歌
行
、
長
歌
行
、
短
歌
行
な
ど
は
、
大
体
漢
代
の
歌
謡
で
あ
る
。
こ
れ
を
行
と
言
う
の
は
、

ど
う
い
う
意
味
だ
か
わ
か

ら
な
い
。
宋
人
が
、
体
が
行
書
の
よ
う
だ
か
ら
、
と
言
う
の
は
、
開
い
た
口
が
ふ
さ
が
ら
な
い
。
」
（

p
侶）

「
楽
人
が
奏
し
た
も
の
を
楽
と
言
い
、
詩
人
が
造
っ
た
も
の
を
詩
と
言
う
。
詩
は
す
な
わ
ち
楽
の
詞
な
の
だ
。
も
と
も
と
一
定
の
体
は
な



い
。
唐
人
の
律
詩
も
ま
た
楽
府
な
の
だ
。
今
の
人
は
わ
か
ら
な
い
も
の
だ
か
ら
、
往
々
詩
と
楽
府
の
ち
が
い
を
求
め
る
。
鐘
伯
敬
な
ど
は
、

『
某
詩
は
楽
府
に
似
た
り
、
某
楽
府
は
詩
に
似
た
り
。
』

な
ど
と
言
う
。
」
（

p
幻

「
詩
家
は
常
に
、
聯
有
り
絶
有
り
、
と
言
う
。
二
句
が
一
聯
、
四
句
が
一
絶
。
宋
の
孝
武
帝
が
『
呉
遇
速
は
聯
絶
の
外
は
解
す
る
と
こ
ろ

が
な
い
。
』
と
言
っ
て
い
る
の
が
こ
れ
で
あ
る
。

古
人
に
は
こ
う
し
た
語
が
多
い
。

四
句
の
詩
を
、

だ
か
ら
絶
句
と
ご
一
一
口
う
の
で
あ
る
。
宋
人

は
知
ら
な
い
も
の
だ
か
ら
、
律
詩
の
首
尾
を
絶
っ
た
も
の
だ
と
言
う
。
目
に
一
丁
字
無
き
輩
が
み
だ
り
に
詩
話
を
作
っ
て
後
学
を
誤
ま
た
し

た
こ
と
は
恨
む
べ
き
の
極
み
で
あ
る
。
か
く
の
如
き
議
論
も
一
つ
や
二
つ
で
は
な
い
。
」
（

P
侃）

（

9
）
 

こ
の
他
に
も
、
青
木
正
児
博
士
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
詩
体
に
関
す
る
論
及
が
い
く
つ
か
あ
る
が
、
総
じ
て
幅
広
く
文
献
に
あ
た
っ

て
通
説
に
相
い
対
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
（
侠
詩
に
つ
い
て

こ
の
頃
の
詩
選
は
必
ず
上
古
か
ら
始
め
る
が
、
時
代
は
は
る
か
遠
く
、
真
贋
は
混
り
合
い
、
雅
馴
な
ら
ざ
る
も
の

次
に
、
経
典
の
尊
重
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
言
え
ば
、
彼
は
詩
の
遺
侠
に
つ
い
て
詩
経
に
も
と
な
つ
い
て
解
決
し
よ
う
と
す
る
。

も
あ
り
、

ま
た
、
書
伝
に
引
く
逸
詩
も
、

せ
い
ぜ
い
数
句
で
、
全
篇
で
は
な
い
。
詩
経
三
百
五
編
が
孔
子
の
制
定
し
た
も
の
な
の
だ
か
ら
、

そ
の
棄
て
た
も
の
を
集
め
る
べ
き
で
は
な
い
。
か
つ
て
程
孟
陽
と
詩
に
つ
い
て
話
を
し
た
時
、
私
は
犬
が
骨
を
拾
っ
て
く
る
の
に
警
え
た

が
、
ま
ん
ざ
ら
戯
言
で
は
な
い
の
だ
。
鍾
伯
敬
は
擬
古
派
を
撃
っ
て
出
て
一
掃
し
た
が
、

た
だ
こ
の
点
に
お
い
て
は
彼
等
を
矯
正
す
る
こ
と

を
知
ら
な
か
っ
た
。
詩
帰
は
古
今
詩
耐
に
比
べ
る
と
は
な
は
だ
し
い
の
だ
に
（

p
鉛）

ま
た
、
経
典
中
の
言
葉
を
自
己
の
理
論
の
根
本
に
置
い
て
い
る
例
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
発
言
が
あ
る
。

「
書
経
に
『
詩
は
志
を
言
う
』
と
あ
り
、
詩
経
の
序
に
『
変
風
は
情
に
発
す
』
と
あ
る
。
易
林
の
よ
う
な
も
の
は
、
陰
陽
を
諭
し
て
い
る

だ
け
で
、
志
を
言
い
情
に
よ
る
文
で
は
な
い
。
王
世
貞
は
易
林
を
詩
と
見
倣
そ
う
と
し
た
が
、
こ
れ
は
詩
が
わ
か
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
易



林
が
わ
か
ら
な
い
だ
け
で
は
な
い
の
だ
。
王
・
李
は
詩
を
論
ず
る
の
に
、
詩
句
ば
か
り
を
取
り
あ
げ
て
そ
の
理
を
問
題
と
し
な
い
か
ら
、
こ

ん
な
誤
り
を
お
か
す
の
だ
。
」
（

p
m）

以
上
、
病
班
の
発
言
の
中
か
ら
、
浦
氏
の
学
問
の
姿
勢
と
そ
の
成
果
と
を
見
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
次
に
、

四
庫
提
要
に
お
い
て
、
そ
れ

が
ど
う
評
価
さ
れ
て
い
る
か
見
て
み
た
い
と
思
う
。

四
庫
全
書
館
が
開
設
さ
れ
た
の
が
乾
隆
三
十
八
年
（
一
七
七
三
）
で
あ
る
か
ら
、
鴻
班
の
残
後
、

お
よ
そ
百
年
を
経
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
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こ
の
問
、
清
朝
の
学
術
は
長
足
の
進
歩
を
と
げ
て
お
り
、
提
要
の
尚
氏
へ
の
評
価
は
、

そ
れ
こ
そ
「
高
き
に
居
り
て
下
を
視
る
が
如
き
」
も

の
で
あ
っ
た
。
以
下
、
提
要
に
お
け
る
漏
氏
へ
の
発
言
を
引
用
し
て
み
よ
う
。

巻
一
百
二
十
三

鈍
吟
雑
録
十
巻

大
抵
明
季
の
諸
儒
、

正
を
守
る
者
は
多
く
迂
に
し
て
、
名
を
鷲
る
者
は
多
く
詐
る
。
明
季
の
詩
文
、

王本十
J

鐘
諦
の
余
波
に
沿
う
て
、
偽
体

競
出
す
。
故
に
班
の
諸
書
の
中
に
、
話
斥
し
或
い
は
之
を
傷
す
る
こ
と
激
し
。
然
れ
ど
も
班
の
学
、
本
源
有
り
。
事
を
論
ず
る
に
多
く
物
情

に
達
し
、
文
を
論
ず
る
に
皆
古
法
を
究
む
。
閉
ま
偏
駁
有
り
と
雄
ど
も
、
得
る
所
を
要
す
る
者
、
多
し
と
為
す
な
り
。

巻
一
百
八
十

病
定
遠
集
十
一
巻

其
の
説
、
力
め
て
厳
羽
を
排
し
、
尤
も
江
西
宗
派
を
取
ら
ず
。
持
論
亦
た
時
に
独
り
到
る
こ
と
有
り
。
：
：
：
其
の
中
、
論
詩
の
説
、
取
る

べ
き
こ
と
多
し
。
惟
だ
日
記
の
論
ず
る
と
こ
ろ
の
呉
械
の
韻
補
の
一
条
、
推
し
て
与
に
鬼
神
に
入
る
と
為
す
は
、
則
ち
之
を
失
す
る
こ
と
遠



し
巻
一
百
八
十
九

詩
紀
匡
謬

討
の
駁
す
る
と
こ
ろ
、
是
れ
其
の
一
を
知
り
て
其
の
二
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
：
：
：
然
れ
ど
も
他
の
扶
摘
す
る
と
こ
ろ
、
其
の
失
に
中
る
こ

と
多
し
。
考
証
精
核
に
し
て
、
実
に
惟
一
前
の
上
に
出
、
、
つ
。

巻
一
百
九
十
一

満
氏
校
定
玉
台
新
詠
十
巻

静
の
此
の
本
、
即
ち
嘉
定
本
に
拠
り
て
主
と
為
す
。
市
う
し
て
諸
本
を
以
っ
て
、
之
に
参
核
す
。
：
：
：
諸
本
に
較
べ
て
善
と
為
す
。
今
、

超
氏
翻
離
宋
本
、
流
伝
尚
お
広
し
。
此
の
刻
、
俗
刻
に
勝
る
と
雄
も
、
終
に
原
本
に
及
ぶ
能
ざ
る
な
り
。

巻
一
百
九
十
一

二
鴻
評
点
才
調
集
十
巻
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凡
そ
持
す
る
と
こ
ろ
の
論
、
具
に
淵
源
有
り
。
明
代
公
安
克
陵
諸
家
の
比
擬
す
べ
き
と
こ
ろ
に
非
ず
。
：
：
：
然
れ
ど
も
章
穀
の
是
の
集
を

選
す
る
や
、
其
の
途
頗
る
寛
く
、
原
と
、
専
に
は
晩
唐
を
主
と
せ
ず
。
：
：
：
二
潟
乃
ち
国
初
の
風
気
、
大
倉
歴
城
の
習
を
矯
め
、
競
っ
て
宋

詩
を
尚
ぶ
を
以
っ
て
、
遂
に
借
り
て
以
っ
て
江
西
を
排
斥
し
、
：
：
：
昆
体
を
尊
崇
し
、

一
弊
を
除
い
て
一
弊
を
生
ず
。

こ
れ
ら
を
見
る
と
、
四
庫
館
臣
は
鴻
静
・
鴻
班
等
の
学
聞
を
認
め
な
が
ら
も
、
彼
等
の
擬
古
派
克
陵
派
に
対
す
る
極
単
な
姿
勢
に
は
不
満

を
持
っ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
そ
の
こ
と
は
、
潟
氏
以
外
の
人
の
提
要
に
見
ら
れ
る
鴻
氏
へ
の
言
及
に
も
伺
わ
れ
る
。

巻
一
百
五
十

長
江
集
十
巻

集
中
剣
客
一
首
、
明
代
選
本
は
末
二
旬
、
皆
、
今
日
把
示
君
・
誰
有
不
平
事
に
作
る
。
惟
だ
旧
本
才
調
集
の
み
、
誰
有
を
誰
為
に
作
る
。

潟
静
兄
弟
は
嘗
っ
て
之
を
論
じ
、
有
字
を
以
っ
て
後
人
の
妄
改
と
為
す
。
今
、
此
の
集
、
正
に
誰
為
に
作
る
。
然
ら
ば
則
ち
猶
お
旧
本
の
未

だ
改
め
ざ
る
者
な
り
。



こ
れ
は
、
漏
静
兄
弟
の
説
を
正
し
い
も
の
と
し
て
の
引
用
で
あ
る
。

巻
一
百
八
十
八

唐
音
十
四
巻

漏
釘
兄
弟
評
章
穀
才
調
集
、
深
く
梗
の
排
律
を
杜
撰
せ
る
の
非
を
斥
す
も
、
実
は
則
ち
排
律
の
名
は
、
亦
た
此
の
書
に
因
り
、
様
の
創
始

に
非
ざ
る
な
り
。

巻
一
百
八
十
九

唐
詩
品
葉
九
十
巻
拾
遺
十
巻

二
潟
批
点
才
調
集
、
堆
瑚
板
滞
、
雑
乱
無
章
の
病
を
以
っ
て
、
符
を
排
の
一
字
に
帰
し
、
械
を
括
っ
て
伺
を
作
せ
り
と
為
す
。
然
れ
ど
も

詩
家
隷
事
を
善
く
せ
ず
ん
ば
、
即
ち
二
韻
四
韻
も
、
未
だ
嘗
っ
て
准
瑚
板
滞
、
雑
乱
無
章
な
ら
ざ
る
な
し
。
是
れ
亦
た
必
ず
し
も
尽
く
排
字

を
以
っ
て
誤
と
せ
ざ
る
な
り
。

こ
れ
ら
は
、
こ
と
さ
ら
に
指
針
兄
弟
の
誤
り
を
あ
げ
て
、
彼
等
の
擬
古
派
を
せ
め
る
に
急
な
あ
ま
り
の
急
み
足
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ

。。

る
以
上
、
提
要
に
お
け
る
活
氏
の
評
価
を
見
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
最
後
に
、
清
朝
初
期
の
学
術
の
流
れ
の
中
で
、
出
氏
一
家
を
ど
の
よ
う

な
存
在
と
し
て
拐
え
る
べ
き
か
触
れ
て
み
た
い
。

吉
川
幸
次
郎
博
士
は
、
「
銭
謙
益
と
清
朝
『
経
学
』
」
の
中
で
、
銭
謙
益
の
発
言
の
う
ち
、
後
来
の
清
儒
の
態
度
と
投
を
一
に
し
、
こ
れ
を

先
取
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、
次
の
点
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

け

彼
は
自
己
の
仕
事
を
『
集
部
』
に
終
始
さ
せ
つ
つ
も
、

『
経
学
』
を
諸
学
の
基
本
と
し
て
尊
重
す
る
。

（ユ

そ
う
し
て
『
経
学
』
の
方
法
と
し
て
は
、
山
木
学
の
思
弁
性
を
は
げ
し
く
排
斥
す
る
。
ま
た
そ
の
延
長
と
し
て
、
明
の
儒
学
の
怒
意
性



を

『
俗
学
』
の
名
の
も
と
に
一
そ
う
は
げ
し
く
排
斥
す
る
。

回

そ
の
対
瞭
点
と
し
て
、
唐
以
前
の
字
句
に
即
し
た
解
釈
、
こ
と
に
漢
儒
の
注
釈
を
、
古
今
に
卓
越
し
た
も
の
と
し
て
、
尊
重
す
る
。

伺

そ
う
し
て
自
己
の
文
学
理
論
を
も
、
根
拠
を
儒
家
の
古
典
の
語
に
求
め
よ
う
と
す
る
。
貰
宗
義
の
表
現
に
従
え
ば
、

『
六
経
の
語
を

用
い
る
。
』
」

さ
い
ご
の
伺
を
の
ぞ
き
、
そ
の
発
言
は
、
後
来
の
清
儒
と
撲
を
一
に
す
る
。
後
来
の
儒
儒
の
態
度
は
、
顧
炎
武
よ
り
も
黄
宗
義
よ
り
も
先

輩
で
あ
る
彼
の
中
に
、
す
で
に
字
ま
れ
て
い
た
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
る
ほ
ど
実
践
は
伴
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
『
経
』
に
対
す
る

態
度
は
合
致
す
る
よ

こ
こ
に
述
べ
ら
れ
た
四
つ
の
指
摘
は
、

そ
の
ま
ま
病
班
が
述
べ
て
い
た
学
問
の
姿
勢
に
あ
て
は
ま
る
。
す
な
わ
ち
、
病
班
は
銭
謙
益
の
弟

A
Y
 

子
と
し
て
、
そ
の
学
問
的
態
度
を
受
け
継
い
で
い
る
の
で
あ
る
。
鈍
吟
雑
録
や
二
溺
先
生
評
閲
才
調
集
が
人
々
に
読
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、

銭
謙
益
の
学
問
的
態
度
が
次
代
以
後
に
伝
え
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
、
少
な
か
ら
ぬ
役
割
を
果
た
し
た
と
思
う
。

だ
が
し
か
し
、
活
氏
に
と
っ
て
、
す
べ
て
が
銭
謙
益
か
ら
の
一
方
的
な
影
響
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。

銭
謙
益
の
大
き
な
影
響
力
の
中
で
、

な
お
独
自
性
を
主
張
し
よ
う
と
す
る
意
識
が
、

「
潟
氏
一
家
之
学
」
で
あ
り
、

そ
れ
は
銭
謙
益
と
共

通
す
る
部
分
で
は
ぐ
く
ま
れ
て
い
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

上正

付
吉
川
幸
次
郎
「
銭
謙
益
と
清
朝
『
経
学
』
」
吉
川
幸
次
郎
全
集
十
六
巻
pm。

。
勝
朝
殉
節
諸
臣
録
巻
十
に
、
韓
州
が
破
れ
た
際
、
節
に
死
ん
だ
唐
王
殉
節
土
民
七
十
五
人
の
中
に
活
復
京
の
名
が
見
え
る
が
、
小
職
紀
年
に
工
れ
ば
、

そ
れ
は
順
治
三
年
と
あ
る
の
で
、
或
い
は
同
姓
同
名
の
別
人
か
と
思
わ
れ
る
。



日
四
庫
提
要
巻
十
六
に
、
六
家
詩
名
物
疏
五
十
四
巻
明
病
応
京
撰
と
あ
る
。
い
ま
諸
書
目
を
調
べ
て
み
る
と
、
部
亭
知
見
伝
本
書
目
、
八
千
巻
楼
書
目

に
五
十
四
巻
潟
応
京
撰
と
す
る
ほ
か
、
千
頃
堂
書
目
、
善
本
書
室
蔵
書
志
、
経
義
考
目
録
枝
記
、
稽
瑞
楼
書
目
は
五
十
五
巻
鴻
復
京
撰
と
し
て
い
る
。

伺

前

掲

書

p
四

回
読
書
敏
求
記
考
証
で
は
順
治
六
七
年
の
こ
と
と
す
る
が
、
清
詩
紀
事
初
編
は
己
丑
の
年
と
す
る
。
今
そ
れ
に
従
う
。

内
稽
瑞
楼
書
目
に
は
「
嘉
祐
集
二
間
」
と
あ
る
。

帥
四
庫
提
要
巻
一
百
九
十
一
鴻
氏
校
定
玉
台
新
詠
十
巻
に
は
橋
野
所
校
と
す
る
。

的
論
語
八
伶
の
原
文
は
次
の
と
お
り
。
知
其
説
者
之
於
天
下
也
、
其
如
示
諸
斯
乎
、
指
其
掌
。

ω
青
木
正
児
「
清
代
文
学
評
論
史
」
青
木
正
児
全
集
第
一
巻
P
航。
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